水郷水都会議のこれから
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参加者、代表幹事大熊，奥井、事務局石田、原田ほか30数名、取りまとめ文責相楽

· 宮本博司氏の講演から見えてきたポイントなど

· 市民の無関心


· 行政は（主に国は）理屈じゃない

· 市民河川法の後退

· 市民運動の停滞、高齢化　

· 市民、特に若者への呼びかけが大切

· 親水権のあり方　

· マスコミへの対応

※　宮本博司氏：淀川水系流域委員会委員長
· 各地の取り組み活動とその課題に対する意見

· 若者は水の魅力体験が無い⇒若者のネットワーク力が衰退

⇔★徳島吉野川の若者引き込みモデルの全国展開へ。（タレントの指導者協力による水ガキ講座受講生が次の指導者になるなど）水辺の後継者が育っている。⇒水郷水都会議の若者育成のヒントになるのでは

· 「横浜こども会議」は子どもたち自身の企画運営がポイント。大学生や先生の協力が大きい。⇒新潟の『子ども環境会議』のモデルになっている。

· 新潟では（財）ＡＦＳ協会の外国人高校生留学生を受け入れているがその水辺環境ガイダンスを支援している。また08年8月にＫＯＤＯＭＯラムサール開催支援も行っている。

· 和歌山では代表を石神氏から若い人にして世代交代を図っている。

· カヌーフェスタなどではアウトドア業界が連携協力している。←業界からの協賛などの展開は今後の課題か。

· イオン財団やセブンイレブン財団の支援も使い方次第。

· 福井では湧水保全運動が衰退している。専門的な指導者が弱い。

⇒★専門的な拠りどころとしての水郷水都会議

· 水辺の話は専門的な言葉が多いので理解しにくい。現場の水テーマ重視が大事＝住民は水辺の住み手としての専門家

· 問題の本質が見えにくくなっている。温暖化と水問題など

· 多様な地域性に総合性が求められている。⇔　水問題や風景などに絞ってはどうか。

· 徳島で実現しているような議員を立てて政治と運動と若者とのダイナミズムモデルを取り入れるべき。

· 有明湾ではアオの取水などの仕組みがポンプ場の整備で消え、海も荒れ漁民が減少するなど社会状況も変わってきている。江戸時代から地域独自な水文化として引き継がれてきた水思想も近代的な価値観で壊されつつある。

· 宮古島では水郷水都会議開催で大きく島民意識が変わった。高校生の取組みが国際的な賞を受賞し島ぐるみで感動し泣いた。だが新たな問題も起こっている。水郷水都会議はそのような役割をもってきていることを自覚すべきだ。

· 各地の運動の小さな発見の中から大きなうねりを生み出すこと、それをつなぐことが大事。その基本には人と人の情報や認識のつながりが不可欠。森清和氏はそれをどの会議でも精力的にやっていた。

■水郷水都全国会議の場のあり方に対する松江汽水湖研究所事務局長提案

1 情報集積・共有機能

2 研究分析情報の発信機能

3 情報発信機能

4 事務局機能：（財）宍道湖・中海汽水湖研究所

· 水郷水都全国会議の目的理念

美しい自然と共生した水郷水都の水文化を育みつづける

※　美しい＝安全であり、快適であり、風土の魅力を表現している。

■目的

· 水辺の課題を持つ地域の現場を大切にし、地域の目線で考え、行動することを原則とする水郷水都会議。

· 水辺の市民自治の創造と市民公共、市民の関わる親水権を発信する水郷水都会議

· 本来の水辺の自然の豊かさと共生できる「生命力」を復活する水郷水都会議

■水郷水都全国会議の場のあり方　

①　各地の運動の再検証、気付きの場：運動情報の蓄積

2 各地の運動の拠り所：市民シンクタンク調査研究、支援機能

3 各地の運動の連携ネットワークの場：情報連携、発信機能

4 若者の参加体験の場：次世代の力を引き出す
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　　①　各地の運動の再検証、気付きの場：運動情報の蓄積　　

· 水郷水都会議は、各地域の水辺の現場から多様な気付きを引き出し全国に展開してきた。：「親水権」、「水源自立」、「青カッパの提言」など。

· 水郷水都会議は、各地の水辺の魅力や問題と水文化の中から、地域に生きる人々の気付きを出しあい、「水辺の市民自治」など全国の問題として共有し、取組みを検証する場とする。
　　②各地の運動の拠り所：市民シンクタンク調査研究、支援機能　　

· 水郷水都会議は、各地域に生きる人々が住み手だからこそ体感できる気付きを出しあい、全国の問題として共有し、研究支援しあう場とする。例：「市民水辺白書」

· 水郷水都会議は、各地で問題になっている市民の水テーマを調査し、市民シンクタンクとしてソフト、ハードの地域技術を開発する場とする。
：築水研（筑後川水問題研究所の略）は、さまざまな水問題の駆け込み寺になっている。
　　③各地の運動の連携ネットワークの場：情報連携、発信機能　　
· 水郷水都会議は、各地の水問題や運動の情報、伝えていくべき地域独自の水文化情報を蓄積し、各地の団体を連携支援していく場とする。
· 各地の文化運動、農林漁業運動、教育・福祉運動、まちづくり運動との連携・協働ネットワークを進める場とする。
· 森清和氏のような逸材、市民運動の「水先案内人」を生み出す場にもなる。
　　④若者の参加体験の場：次世代の力を引き出す　　

· 水郷水都会議は、吉野川の若者引き込みモデルのように、「水辺の原体験の無い若者に場を提供する」仕掛けを実践する場とする。

· 水郷水都会議は、若者たちの価値観、気付きを引き出しながら、引き継がれてきた水文化の魅力、技術、遊びの感動を次世代にバトンしていく場とする。
